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る。この不透明層荷は、友珠層の上に直接発現することもあれば(悶2-A)、

異常に分泌された殻皮層や(図2-C)、殺柱層の上に発現することもある。不

透明居之、多くの場合図 2に示すように、やや広がって発達し、上部731くぼ

んだロート状になる。不透明層帯の上には、普通正常な哀珠層が社;芳Lてーいる

が、ま ~'l)こ などの異質陪;J';沈荒していることもある(図2← B)。

I言工上部がくぼんだロート状に発達するから、そのごr"t.:'i;Wiにおお
われても、その部分にはくぼみが形成されることになる。

エクホダマの陥没部25例について、不透明摺帯の発現時期やそ

調べてみると、図3に示すとおり、不透明層帯の発現はすべて立珠形成の途中

から 2次的である。 2次的に発現しているそれら不透明間帯のそのごの形成状

態をみると、その形成がある時期にきて停止しているもの(図3-A)、それが
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回3. エクボダマの陥没部宮下にみられる不透明層帯の各種構造模式図 (A-

D)とそれぞれの出現率 (E)

医: 不透明層帯. 己: 正常な真珠層.
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連続的に続いているもの(図3-B)、ならびにそれが断続的になされているも

のなどがある(図3-C.D)。なお、不透明層帯の形成が迷IT続的になされている

ものには(図3-C.D)、 不透明層帯が真珠の表面に露出しているものと(図

3-C)露出していないものとがある(図3-D)。このように、不透明層帯の

形成状態には、四つの裂があるが、それぞれの出現率をみると、 80%以上のも

のは不透明陪帯の形成が断続的である(図3-C.D、あわせて88%)。 またそ

のうちでは、や期の浜揚げ時にその形成を停止しているものが多い(関3-D、

72.0%)。

考 察: 以上述べたように、エクボダマの陥没部直下には、ロート状に

発達した不透明層帯が一時的・連続的あるいは断続的に形成されている。そし

てこれら不透明間帯の発現は、すべて真珠形成の途司市ミら 2次的である。すな

わちエクボタマの陥没部の成因は、哀球形成の途中に部分的におこる不透明層

祁Fの発現によるが、この不透明層帯が部分的に形成されるくわしい原田につい

てはまだ芥く明である。

[EJ2-Aに示すように不透明層帯の形成がある期間をおいて画然としている

ものでは、不透明層帯の発現時期や形成期間を、 i兵揚:浮から逆算して、おおよ

そ推定できる。

図2-Aに示すエクボダマは、 1953年7月に挿核施術して(施術おは不明)、

1956年1月10日に浜揚げした3年沫である。不透明層帯は養殖期間中に 3回針

統的に形成されている。一番最初にみられる不透明層帯は痕跡的であって、 2

番目のそれは揺は扶いが長く、 3番目のそれはl隔は広いが短い。 3番問の不透

明信帯の発現時期や形成期間は次のようにして計拝される。 3悉日

帯の上部から表面までは、 48μ(μ:1/1000鰍)である。この

1月10ぼであるから、浜揚げ以l河に48μ沈着するのに何か月かかる

れば、その不透明層帯の形成終期がおおよそ推定できる。中原 (1961)が謂宣

した主計自立IJ.(の生長度曲線によると、 12月1か月の生長量は約8μ、11月の

それ口、約20μ、10月のそれは約40μで、 10月から浜高げまでで約68JL沈静する

ことになるのこの結果から48JLのところは、おおよそ10月なかばではたいかと

される。すなわち、 3番目の不透明層帯は10月のなかばまで形成忘れてい

たことになる。つぎに、 3 番目の不法明層千1tが発現した位置をì~iiってみると、

ら220lLのところである。その時期を中原 (1961)の

ると、 12月1か月の生長量は約8μ、11月のそれは約20lL、10月のそ

9月のそれは約65，u、8月のそれは約55μ 、そして 7 のそれは
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約25μで、7月以降を合計すると約213ftとなり、この不透明層帯の発現がおお

よそ '1月初旬頃ではなかったかと推定される。つまり、 3番目の不透明信:帯は

夏期から秋期にかけて形成されていたことになる。

同様な方法で、 2番目・ 1番目の不透明層帯の発現時期と形成期間を算出する

と、 3苦手自のそれと同様に、それらはいずれも各年における夏期から秋期にか

けて形成されている。

他のエクボダマについて調べた結果で、も、不透明層帯の多くは、夏期から秋

月jにかけて形成さわしていることが推定される。夏期から秋期にかけては、一般

にアコヤガイけ、高水温と産卵によって、一時衰弱するといわれている(青木・

1963)。 これらの点から考えると、不透明間帯の成因には、アコヤガイの哀弱

が関連し、ているように忠われる。

間2-Aに示すようなエクボダマでは、不透明陪惜の発現がある期間をおい

て画然としているから、以上述べたようにして、各不透明層帯の発現時期や形

成期間をおおよそ推定できる。しかし、図 2-Bに示すようなものでは、不透

明層帯がほとんど、連続的に頬繁に形成さわしているから、それら各不透明層帯の

発現時期や形成期間を推定することが田中Itである。

l'B13に示すとおり、冬期の浜掲げ時期には、多くの吻合(図3-A.D、あわ

せて80%)、不透明層帯は陥没部の表面に露出していない。このことは、不透明

層帯が冬期には形成されにくいことを示している。不透明層帯の多くは、さき

にも述べたように、夏期から秋JOlにかけて、アコヤガイが友弱する時期に形成

されるようである。もしそうだとすれば図 2-Bに示すように不透明層が一

年合通して頻繁に発現しているものでは、一年中表弱していたことになるが、

この点のくわしいことはわからない。

エクボダマの陥没部直下にみられるような不透明国刊が真珠の表面に広く形

成されていることがある。 3主主 z業者はこの真珠7f‘νオカブリダマ"と呼んでい

る。i/オカブリグマには 2種類あって、生民から出現するものと死貝から出現

するものとがある。 ri日:者のj京国については、アコヤガイの生活域能が低下する

と、一時、真珠問中に不規則な12:品回ができて、不透明摺が生じることがある
の成田については、死貝に生じ

L、他方では一度溶出したCaが再沈着・す

ることによって されている(渡部・

1951、和田.1961)。
エクボダマの陥没部にみられる不透明層部の成因については、不明な点が多

いが、5[期から秋~0Jに形成されることが多い点から考えると、いろいろな原因
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によるアコヤガイの哀弱が冥珠袋の板部の機能に影響した場合、そこに不透明

層惜の形成をもたらすのではないかと推測される。不透明層帯の成田について

は、今後の研究によって更にくわしいことを硲かめたいと思っている。

要約

1). エクボダマの構造を観祭した。

2) .エクボダマの陥没部直下には、上部がくぼんだロート状の不透明層'町一がー

時的・連続的または断続的に形成されている。

3). この不透明層帯は、多くの場合、夏期から秋期にかけて形成されている。

4). この不透明層帯の成因には、アコヤガイの哀弱が関連しているように忠わ

れる。
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ピースの扱い方〈続2)

町 井

(自立真珠研究所)

昭

と路方の

とおりで、それらし

ヨークレシチン(パールナン、約卵黄泊)日本レvチン化学工業株式会社(大

阪市浪速区芦原町'1211)

クロールテトラサイクリン(パーラップ、オーレオマイ Vン)日本レグリ-{沫

式会社(埼玉!呆北足立郡足立町志木930)、武田薬品工業株式会社

(大阪市東区道修町3)製
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日赤い葉緑素: ピンクのクロロフイ11.- (ピンククロロシ)

(東京都渋谷区代々木1の45)製

マーキユロクローム方赤チン)

エオシン(メノレク)

カルボキシメチルセルローズ (CMC)

ポリビニールピロりドン (PVP)
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薬品の処方の概略表 1

」二同

ヨーク Vi/チンおよびクロロフィル

験方法

1962年8月31日および9月Hl

1963年12月25日活揚げ

貝各群 20011司 130j卦(途中

1962f]二11月20日から63i:f.4月11ロまで五ケ

まで英号多徳島沖で義成

6 mm ふくろ 1個入

ヨークレVチンは日本レνチン化学工業株式会役j裂の真珠変殖ヨーグレ
νチン(パーノレチン)を海水で、 5倍溶とし、よく振りまぜたものをピース

]二で切ったピースに毛筆で塗布し15分放tuLてから使用 しげ、じめ ì>.~-:o

-

試

4円11iヨj主将ゑ

- 8 
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(クロロフイノレ)はメノレク製和光純薬小分品クロロフイリン -Na

で銅を含まないものを潟水に 3%の割合にとかしたものをピース板ヒで切っ

たどースに毛筆で塗ギfiしすぐ使用した。

ヨークレνナン(パーノレチン)とクロロフイノ併用のものは主主布後約15分

してから使用しはじめた。

成 績

2に示すとおりの結果を得lこ。

結 果

1) くず珠生成率はヨークレνチン9.2%で最も低かった。対照およびクロロ

フィルではそれぞれ17.3%、15.1%で大差ない。ヨークレvチンとクロロ
ブイノレを併用した群で、はくすご珠生成率は25.4%で最も高かった。

2) 商品価値のある真珠の総額ニ クロロブイノレ鮮が9，183円、貝まわり

61円で対照の7，796円、貝まわり51Flより多く、ヨ一クレνブ、ンl群子は7，35臼2円

貝まわり4ω9円で対R照照甲夜、のそれより少し{r

シ併用E訴半でで、lは土最も1低低カかミつ7たζ。また品質別にみると、対照およびヨークレνナ

ン群では匁当たり1，800円のものがそれぞれ9.94g、8.03g産出され、イ也の

群ではこれよりやや品質の劣るものが産出された。クロロフィルはピースを

斎色するために3%溶液としたが、その後の試験成績から判断すると、 3%

ぎることがわかった。

2クロールテトラサイクリシ(パーラップ)、ヨークレνチン(パ←ノレチン)、赤

い葉緑素(ピンククロロン)の試験 I 

試験方法

1963年 6月25日および同27日作業

同年12月訪日浜揚げ

場所三重県英虞湾多徳島沖(養成場所も問じ)

貝各群 100個

核 5.1脚 ふくろ 1個人

作業時 2m層水温24.2
0

C(12時)

作業後は金網平寵に入れてすぐ沖出しし、 10臼後に各群とも 6段パーノレネ

ット 2寵に収容した。

作業人員4名(各群とも毎回12値作業するものと13個作業するものとにわ

けた)

クロールテトラナイクリンは日本レダリー株式会社製の真珠用クローノレテ

- 9 -



トラサイクリン、パーラップを使用した。用方は処方どおりすなわちパーラ

ップ1ぴん (59入)を1O.eの海水にとかしクローノレテトラサイクリン50PPm

を含む海水をつくり、作業に使う器具、核、ピースなどすべてこの液に浸

し、作業後は関口器をはずすまえに員をこの海水につけてから関口器をはず

した。

ノミーラップとポリビニーノレピロリドシ (PVP)併用のものは同製品を海水

にとかした場合にクローノレテトラナイクリシとポリビニーノレピロリドンがそ

れぞれ50PP仰になるように調整されたもので、用法は前者とまったく同様で

ある。

クローノレテトラナイクリンとヨークレる/チン併用のものは、パーラップを

所定の用法で使用すると同時にピースはヨークレνチシ 5%、クロールテト
ラナイクリン50PPmを含む海水で処理し、 15分くらい放置Lてから使用しは
じめたものである。

クローノレテトラナイクリン、ヨークレνチン、クロロブイノレ併用のものは
クローノレテトラサイクリシは処方どおりに使用するとともに、ピースはクロ

ーノレテトラナイクリシ50PPm、ヨークレ乙/チン 5%、ピンクiクロロフィル
().5%を含む液で処理した。

ピンクのクロロブイノレ(葉緑素)は日本葉緑素株式会社製のピンククロロ

ンを使用した。これはピースの蒼色と賦活の目的で使用した。

カノレボキνメチノレセノレローズ (CMC)は海水に 0.005%の割合で溶かし

た。クロロブイノレと併用するときも間じく0.005%液とした。

成 績

表3に示すとおりの結果を得た。

結 果

1) 貝の歩留りはクローノレテトラサイクリンで処理した 1群を除きいずれも90

%以上を示し、各群問において大きな違いがみられなかった。

2) 浜揚げ珠の目方の総計は21-25f}いずれの群間にも大きな違いはみられな

かった。貝の歩留りの少なかったクロールテトラナイクリシ群も高い歩留り

を示した。浜揚げ珠中に占めるくず珠の割合は対照群8.1%に対し薬品処理

群では一般に高く 15%前後を示した。しかし商品となる真珠の生産額では薬

品処理群では対照群と間じか高いものが多く、ヨークレVチン、クローノレテ

トラサイクリン、ピンククロロブイノレ処理の効果が認められた。浜揚げ珠が

最も高い価格を示したのはクローノレテトラナイクリン(パーラップ)処理群

の1，300円で、クロロブイノレ群1，200円、ヨークレvデシとクロロプイノレ併用

円
U



群(1，150円)もよかった。

3) 総額および貝まわりについては、ヨークレジチシ.クローノレテトラナイク

リン、ピンククロロブイノレ3者併用のものが目だってよく 2，731円、貝まわ

り27円で、ヨークレνチン群およびクロロフイノレ群も貝まわり20円と19円で

良好で、あった。しかしクローノレテトラナイクリン使用の 1群とピースだけを

クロールテトラナイクリン、ヨークレνチンおよびクロロブイノレの3者混合

した群ーのように貝まわりはそれぞれ12円、 15円で対照、若手より成績の

わるい場合も認められた。

3クロールテトラナイクリシ(パーラップ)、ヨークレνチン(パーノレチン)、赤
い莱総素(ピンククロロン)の試験E

試験方法 曝

1963年7月16日および7月17日作業

1964年1月13日浜揚げ
みやま

三重県北牟妻都海山町タミ口 速水真珠

8月から鳥羽市坂手で養成

民お除 9月lz:.1回

員 各群 300個 125掛り

核 1.9分ふくろ、うかし各回個人

作業員 7名

議 5段ノミーノレネット 貝50入(各群とも 6寵で 1群)

、薬品等はすべて表3の場合と同じである。ピンククロロブイノレ

は潟水にとかしてそれぞれの濃度 (0.1-1%)とした。

成 績

表4(こ示すとおりの結果を得た。

結 果

1) 長の歩留りは対照群82.7%に対し薬品処理群のうちピンククロロブイノレ処

廷のものは86%で高かったが、一般に80%前後で対照群とかわりがなかっ

r::こ。

2) 浜掲げ珠の量は薬品処理群の方が対照、群より多かったが、浜揚げ珠中に占

めるくず誌の割合は薬品処理群の方が対照、群 (15.9%)より多いか同じくら

いの率を示した。したがって商品価値のある哀珠の生産量は、たとえば対照

群97.549に対してくず珠の生成率の高いクローノレテトラナイクリン群では

94.24タ

ームーム



クローノレテトラナイクリン)
t併用群 94.58fI 

ヨーク ννチ γ } 

ヨーク νi/チ γ ] 

I併用群 88.06 fI 
ピンククロロブイノレ1

等となっている。ヨークレチン処理のものはくず珠の生成率が対照群よりや

や高かった。一方、商品となる真珠のうち最も良質のものはヨークレジチ

シ、クロールテトラナイクリシ、ピンククロロブイノレ3者併用のもCにみら

れた。すなわち対照群の良質のものの単価匁当たり1，400円、 iヨ方19.16f1、

生虚叡7.146円に対し、 3者併用群では1，800円/匁のものが17.89gあり価額

8.587円て争あった。

3) 浜掲げ額と貝まわりから成績をみると、対照群の総額16.495丹、貝まわり

54円に対し薬品処主主群のうちでもらともよいのはヨークレνテン、クローノレ

テトラサイクリン、ピンククロロブイノレ 3者-併用群で総額20，993円、ヌまわ

り69円であった。また.ピンククロロブイノレ使用の 3群とヨーク ννチシ使
用の2群では対照よりやや優っていた。 しかしクローノレテトラナイクリン

若手、クローノレテトラサイクリンとPVP併用群、クローノレテトラナイクリシと

ヨークレVチン併用の 3群およびヨークレνナγ、クロロフィルH-t:耳群では
それぞれ貝まわりは44円、 50円、 43円および43円と対照より劣四つに成績を示

した。

ピンククロロフィルの使用濃度について

クロロフィルでピースを処迎するだけで貝の死亡率がかわるとは考えられな

いから生産された真珠の量および質などについて検討しつぎの結果を導き出し

?と。

くず珠生成の割合は対照20.1%に対し多いものは0.1%液の24.9%、少ない

ものは0.5%液にCMCを加えた群の17.5%であったが、あまり大きな違いはな

いものと判断した。総額および貝まわりからみると、対照の総額14.628丹、貝

まわり48円に対し、くすり使)百群では0.1%の場合12，963円、 0.5%CMC混液

16，828円、貝まわり56円、 0.5%、18，692円、畏まわり62円、 1%群は15，120円

貝まわり50円であった。したがって実用にはピースがはっきり染まり、 j兵揚げ

価額も多い0.5%の濃度が適当であると判断した。

4クローノレテトラナイクリン(パーラップ)、ヨークレジデシ(パーノレチン)、

赤い葉緑素(ピンククロロン)の試験-]I

-12 -



試験方法

1964年4月27日作業

1965年1月紅白浜揚げ

作業場所三重県北牟婁郡海山町矢口 速水真珠

養 成 7月から鳥羽市坂手で養成

員業

貝

核

作

寵

各群 200個 130掛り

7 mm ふくろ 1個入

6名

6段パーノレネット 貝50入り(各群4寵で1群)

クローノレテトラナイクリシ、ヨークレνチンの使用方法等は前記の試験の
場合に準じた。

ピンククロロフイノレはレνチγと併用した場合は海水にとかしたが、表5

中段より下に記した1: 0、1: 1というのはクロロブイノレを溶かす溶媒の組

成(海水と淡水の比)をかえた試験である。例を示すとつぎのとおりとなる。

ピンククロロフイノレ 1 : 0 

与

ピシククロロブイノレ

海 水

淡水

1 : 1 

ピンククロロブイノレ

海 水

淡水

。:1 
ピンククロロブイ Jレ

海 水

淡水

0.5 g 

100cc 

0.5 g 

50cc 

50cc 

0.5 g 

100cc 

ピンククロロフィル十食塩

(ピーロブイノレ 0.5g 
i毎 水 100cc

食塩 0.39

Mgークロロブイリシ-Na(緑色)は日本葉緑素株式会社製のものを使用し

/，1 

ずこO

エオνンはメノレク製エオνγYを0.5%の割合に海水にとかした。

マーキユロクローム(赤チン)は局方の2%液を原液とし、これを海水でう

-13 -



すめ10倍溶とした。

成 績

表5に示すとおりの結果を得た。

結 果

を2君平つくったところ両者の成績に差があったので一応平均をもって

対照群の成績とした。

1) 貝の歩留り

貝の生死に関係が深いと考えられるクローノレテトラナイクリシを慣用した

試験鮮では貝の浜揚げ個数はそれぞれ139個、 133個および153個で、対照の

平均値146個より少なかった。百分率をとったとき、かりにこの程度の差は

問題にならなくなるとしても、クローノレテトラナイクリンによる歩留り低下

防止の効果は常に現われるものとは限らないことが示されているように思わ

れる。

2) 浜揚げ珠の量は対照群が699で最も多かった。商品珠の目方は対照群49.1 

タに対しこれより多かったのはヨークレνチン、クロールテトラサイクリン
およびピンククロロブイノレ3者併用のもの、ヨークレνチンとクロロブイノレ

の併用群およびピンククロロブイノレ群だけで他はよくなかった。

3) もっとも良質の真珠を産!ちした群はピシククロロフィル群で匁当たり

3，800円のものが産出された。 ヨークレνチジとクローノレテトラサイクり γ
併用群もよかった。ヨークレVチンとエオνン混用のパーノレチン R群では良

質のものが産出されず。まずこ真珠の歩留りもわるかった。

4) 総額および貝まわりからみると成績はまちまちであったが、クロールテト

ラナイク Yンおよびクロロブイノレ使用の効果が認められた。

5) クロールテトラナイクリン(パーラップ)、ヨークレνチン(パーノレチン)、

赤い葉緑素(ピンククロロン)の試験一盟

試験方法

1964年 6月27日作業

1965年 1月21日浜揚げ

作業場所三重県北牟婁郡海山町矢口速水真珠

養 成 7月から鳥羽市坂手で養成

貝 各群 200個 135掛り

核 6.8mm ふくろ 1個人

寵 6段ノミーjレネット 各貝50入(各群とも4龍で1群)

-14 -



作業員 7名

使用した薬品および用法などはすべて前記の試験に準じた。

成 績

表6に示すとおりの結果を得た。

結 果

1) 手術貝の個数200に対し浜揚げ貝の個数は140から155でとくに大きなひら

きはなかった。クローノレテトラナイクリンの歩留り低下防止の効果は現われ

なかった。

2) 浜揚げ珠の量はクローノレテトラナイクリシ処理群は66-69g.で、対照群の
57. 1 g.より多かった。

3) 商品価値のある真味の品質は薬品処理群の方が対照よりよかった。最も良

質のものを産出したのはクロロフィル群で匁当たりの価格は2，5001ヰのもの

が産出された。

4) 総生産額および貝まわりでも薬品処理群の方が対照群より震っていた。こ

の留から眺めるとクローノレテトラナイクリン使用群は最もよかった(貝まわ

り51円)が、ピンククロロブイノレ群("1最も良質のものを産出し(2，500円/匁、

貝まわり48円)、ヨークレVチン群も貝まわり48円で良好であった。

まとめと考察

数種類の薬品を用いてピースならびに貝を処理する方法について試験しつぎ

の成果を得た。

ピース賦活のためのヨークレνチン(パーノレチン)処理は多少手間がかかる
が有効であると判断した。すなわちヨークレνチンを使用した試験群20のうち

12群において、総生産額あるいは貝まわりが対照群のそれより優り、 2群は対

照とあまり違いがなかった。そして対照より貝まわりの低かったのは8群であ

った。このような見方をするとヨークレνチン使用の効果の認められる場合の

方が効果のない場合より多いので、同剤の使用は効果があるものと判断した。

クローノレテトラナイクリン(パーラップ)についても前記と同様に見るなら

ば、 14群のうち対照より優るものが8群で1群は効果不明であった。対照より

悪かったのは5群であったからやはり使用効果があるものと判断した。

葉緑素については椋色のものも赤いものも含めた使用群は33群あり、そのう

ち有効と認められたものが19群、効果不明2群、対照より惑い群が 12群あっ

た。したがって葉緑素今はピースの蒼色(染色)剤として使用することができる

と同時に品質あるいは生産額の向上に役立てることができると判断した。

- 15-



たJ、正:、 ヨークレiノチン(パーノレチン)、 クローノレテトラナイクリシ(パーラッ

プ)、赤い葉緑素(ピンククロロシ)等による貝およびピース処理は効果のある

ことをのべたが、多くの試験群においてきず珠、くず珠の生産率が対照群より

高かったことは注臼しなければならないと思う。ピースに何か刺激を与える

品処理はきず昧あるいはどくず珠の生成をうながす一面のあることを忘れてで

たらめな薬品の使い方をするとかえってくず珠が多くできたりするから薬品は

処方に従った無理のない使い方をする必要がある。なお、今回発表した薬品お

よびその他について現在試験を続行中であるが結果がまとまり次第発表した

い。

文

1) 弘行 Ji: 昭 1964 

2) 1964 

3) 宮内徹夫 1962 

献

ピースの扱い方真技研会報 3(1) 19-23. 

同前向 l前 3(2) 15-20. 

ピース染色の新しい色素と無菌的な挿核施術

について冥研会報 6(3) 31. 
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真珠養殖寵について

市 ;九

(海洋

陽太郎

興業 K K) 

アコヤ貝に限らず、二枚貝の大部分は、海中における自然状態では、端先き

を上にして起立する姿勢なとろうと寸るのが観察されます。

このようなところから、主主立も年寵からトラシク式・モヅゴ式更にはパー

jレ庁、ツ r(段寵)へと進歩して来ました:。トラシク式或いはそツコ式け、、何れ
も貝殻に穿孔しなければならないので、不自然であり、又生理学的にも好まし

くなく、千のか Lるもので、台風1侍や念、潮l乙際して貝が脱落し易い欠点が自立

ち、最近では急激に廃れて来7こと言われます。

今日で(之、養摘業者の大部分[士、パーノレネットを使用していると言われ、確

かに疑価で耐久力もありますが、失張りそれなりに欠点があるのを免れませ

ん。

の立場からすれば、許可された而も限られた水域を、最大限度に活用

り[変いのは人情であり、独り王立珠業界だけでなく、

えることですが、反面、

る所以でしょう。

さて、良い真珠、良いほ貝をるために、

通しの長い事が挙げられましょう。昭和33年度からの

よれば、出Iち、浜揚げされた標本から

( 11 的夫・鳥羽周辺の通しの良い漁場

(2) 宍乏でも航路近く湘通しの良い漁場

の危険があり、過当

となっています。従って、耳改良若返りのために、国や県が10億円の巨

支出して、 i菜谷水道を3倍に拡げ、同時に深さも掘下げて、英虞湾のf回避しを

良くしようと計画しています。

しかし、このような他力本願的な方法にばかり頼らないで、少しでも自主的

に潮還しを良くするよう努力することは、養殖業者の各自が自覚すべき事項と

思われます。勿論、中には貝掃除後の廃棄物を海中に拾てないで、陸地に穴を

掘って埋め、海底の汚y，rrと、漁場老化を防ぐよう心掛けている奇篤な人々も多
いと開いており、誠に喜ばしい傾向で、全員が一日も早くこの様な心掛けにな
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って欲しいと願っております。

筆者は、昭和32年来、現在沢山使用されているパーjレネットに、ョx;る装置を
することによって、潮流の抵抗を側面から受けるよう、即ち、潮流の来る方向

に常にネットの側面を向けることができたら、益するところが多いことを期待

して、公務(当時)の傍ら種々工夫して実験を重ねて来ましたが、浬論と実際

は仲々一致しないもので、頭の中で考えた粍簡単なものではないことが判りま

した。或る段階まで到達したので、実際的生産の段階になって考えて見ます

と、原料高即ちコスト l笥になって、パーノレネットより装置の方が高くついてし

まい、到底註文が米る見込が薄い有様で数年を経てしまいました。

の4月になって、性能は旧型より一段と秀れ、又価格も手頃で、

新型の装置を完成いたし、 日下製造販売(特許申請中で、商品名タイドコー

ナ、総発売元:三重県漁業協同組合連合会)を急いでおり、本稿が記事になる

頃は、世にお目見えしていることでしょう。

現在使用されているパールネットは、速い湘又は強い潮には、たとえ数kgの

鍾をつけても、恰度空に舞う凧のように、水稲近くまで、吹上げられて仕溌い、

又潮が弱い時には、市線一吊予を中心軸として、綬かに廻転している右A擦で、

湖の疎通を著しく害しております。

一般に、流体が間体の傍を流れるとき、固体は流体によりヲiかれる。流れが

緩かな場合は、!日体の受けるカは、流れの速度に比例する。と言われます。勿論、

潮流は速いと言っても、せいぜい4~5ノット/時位のものですから、 NEvVTON

の法則※を持出す必要もなく、海中では、流体の勤きは緩かな場合だけを考え

れば良い訳です。

※速度小なる問は、流体の抵抗は物体の速度に比例するが、若し速度大なる時

は、その白乗に比例する。

今、縦72cm様44cm6段のパールネット(表面積約3，000Cnl)を考え、会段に

殻高10cmの貝を並べて収容したとさ、その表面積の60%(1， 800cnl)が潮流の抵

抗を受けると考えられます。又ネットの重量と、 (80~100掛/貫)

の手L1は、水中の浮力を考えて約2kgとすると、潮流の速さによって、水中のネ

ットの受ける抵抗は、毎秒当りKfi'で現わしますと策1表のようになります。つ

まり、市線の結び自にかふる力で、 2ノット/時のときには、 180!，g
えるだけの頭丈さが要求されます。嵐、は空気の動きであることは設でも知って

いることですが、正月の空に舞っている爪の場合を考えて見ますと、横30cm、縦

50cmの大きさのノ凧の表面積は、1，500Cnlあり、空気の;重さが、水の1/500とすれ

ば、風速5m/秒のとき、凧の受ける風圧は1.5kgで、 10m/秒のときは倍の3.0kg
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となりますが、 Jr]l¥iこ?子力が{説iきますから、そのf盆来日を仲さないと、凧の位置は

;こ迫って来ることは、幼い頃の懐しい想い出として知っていることでしょ

う。鼠のい時には、凧の尻尾を長く (r11して重くすることも、経験により知っ

ていましfこ。パーノレネットについても同様なことが言える訳ですが、何しろ空

気の 500ft¥'もある流体ですから、その受ける抵抗は強大なものがあることが判

ります。

方 1 表

は理想の流速

風速が45m/秒、にもなると、屋j設瓦を吹き飛ばす力がありますが、水中に換

算して見ると、僅か0.2ノット/時の潮流の劫きで瓦が動くことが半1]り、又海中

に一辺50cmのコシクリートブロックの立方体を考え、重量が100〆(375kg)あっ

たとしても、毎日寺3ノットの潮流速があれば流されてしまいます。以とのこと

から、現在のパールネットが、水中の流れな正面iから受ける抵抗は、その60%

位としても非常に大きいことが判りますし、それだけ潮通しを疎害しているこ

とも明かでしょう c

若し、パーノレネットの側面を潮流向に常時保持することができるとすれば、

第2表に示すように、著しく抵抗を減少することになります。但し、貝を収容

Ltこネットけjを2cmとします。

三重県のように、入江と言う入江に真珠筏が充満密集しているところでは、

口から入った潮流は、防風に阻げられた風のように湾奥では弱まってしま

います。極端に言えば、筏の中央部のナノレに吊下げた龍と、外囲のナノレに吊下

げた誌の中の貝の問でも、著しい生長差、或いは真珠の巻の差が見られます。

吊下深度が申し合せたように、一様に5~7m層であるとすれば、中央部のナノレ

に吊下げられた寵中の貝は、恰度布団蒸しに遭っている状態で、息苦しいのは

当然と言えましょう。
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は理想の流速

潮通しの良し思しは、水中動物に欠かすことのできない溶存酸素量に大いに

関係します。潮通しが良い程、水中の溶存酸素量が多く、生物の生活は安全で

あり、健康を保つことができます。貝類より遥かに多くの酸素を消費する

事業を例にしますと、魚、の大きさ、水温によって若がありますから、漁場の般

の多少に絶えず注意しており、ノト割養殖の場合で、も、小割の六きさによっ

て、又魚の大小によって収養尾数は異り、大体最高水温i時(良!lち酸素の

が増大し、最も条件が悪い時)を予想して収容適正量を計算の上決めます。

真珠貝は、1fT，程大量の水中溶存酸素を消費しないにしても (80-100掛/震の

貝で、水温25
0

C位で、 o.75-0. 8cc/時と言はれます。三重大水圭学部足立先
生)魚のように泳ぎ廻っているのを、直接見ることができないので、酸素不足

で苦しんでいても、容易に発見できないため、養魚事業以上に、細心の注意を

払って酸素の補給を怠らないようにする必要があります。

このようなところから、最近エアレ-i，/ヨンの装置を筏に設置されている人

もあるようで、賢明なこと L思います。

水中の溶存酸素と、貝の酸素消費の問題はこの他にもいろいろな要素とから

み合っていてこれしだけを執り上けごて論ずるのは危険で、何れ三重大の足立先生

辺りが詳しく発表されることな期待していますが、

つては、重要な課題の一つであることは中上げるまでもないことで、

も、この問題を真剣に考えれば、自ら密般の問題も、行政面の坪当り

の問題も、或程度解決の手掛りになるかも知れません。

次l亡、アコヤ貝も二枚貝であることは、一番始めに記しましたが、

端先きを上にして起立する姿勢が最も合理的で、この点パーノレネット

的に理窟に叶っている訳ですが、更に今一歩進めて、口部を潮の来る方に、ilI門

を潮の下方になるよう第1図のように並べてやり、方向保持装置(タイドゴー
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チ)をネットに取付ければ、微弱な

j坊の勤きにも絶えず敏感に作動して

潮流向に向きますから、吸水口から

新鮮な水が入り、排水口から出て呼

吸作用をします。吸水された潟水は

鯨で?}i過さわし、プラ γクトンや、鈍に

なる微小な懸濁物は憾に引っ掛り、

繊毛の作用によって唇弁に送られ、

消化されて11I門から封印世されます。

(冥珠研究会報Vol.l.No. 6参照)こ

のようなことからも、貝が起立の姿勢を保ち、吉正向にslt行な状態にある時は、

プランクト γ等の餌の摂取量が著しく増大し、普通の状態、で垂下さわした寵中の

貝よりも数倍も真珠質の分泌量が多くなることが推定されます。従って良質真

珠の生産が期待されると言えないでしょうか。

又、現在母貝義組でー諮問題になっているのは、貝殻を穿孔する寄生虫ーポ

リキーターですが、結論的に言えることは、天然貝には圧倒的に少く、又潮通

しの良い漁場にも着生する瀕度が少いことです。従って、稚員を早期に(200-

250掛/貫位から)パーjレネットに前記した様に並列して、タイドコーナをネッ

トに取付けて養成することによって、充分ポリキーター幼生の道生を防止する

ことができるのではないかと予想さわしますので、国研、水試其他有志の方々に

実験をお願いしてあります。

何れその結果について公表されること L思います。推測の域を出ませんが、

ポリキーターの出現l士、伊勢湾台風

チリ地震津波を域として急激に増加

しており、資材方面から調べて見ま

すと、 f合度その頃からナイロンネッ

ト或いはパーノレネットが激増してお

り、何等か関係があるのかも知れま

せん。この点を検討して見ますと、

従来の金網龍やトランク式モツコ式

に較べ、軽量であり、前記したよう

に潮が速くなると吹上られ、正面か

ら強い許可流を受け、却って開設・呼

吸が困難となり、反対に、潮が弱い

タ
イ
ド
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潮流
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時i土曜に開殻呼吸をするようになりますが、既述のように、吊線・吊手を中心

軸として綬かに廻転するに過ぎないので、ポリキータ一等の若生ll"'容易になる

のではないかと考えられます。このことは、母貝養成に限らず、施術貝にも当

奴ることで、充分検討に値するのではないでしょうか。

なお、タイドコーチを取付けて使用するときは、第2図に示すように、吊

を吊子、にばず、一方の端とし、その直下の端に錘(又はパラス)を下げると、

と旗の関係のように、潮流によく作動されて、ネットは正しく流向に絶え

ず向いています。誕の重量は、 吊線の強度に

ます。

-26一
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真珠雑感唖

環境海水の流速

山 内 栄

養殖[易ーの海水の流速によって、貝の成長や真珠の品質などが異なることは、

経験的にすでによく御存じの事と存じます。

真珠研究所の太田所長は、アコヤガイを垂下養殖する場合に、 1台の筏内に

おいても民の垂下位置によって糞買に差があることを明らかにし、その差は貝

によって摂取される懸濁物質の垂下位置による量的な差よりも、むしろ環境海

水の流速により多くの影響を受けるのではなかろうかと推察しておられます。

では、民には一体と、の程度の流速が避しているのか、また実際に漁場を利用

する場合にどの様なことに留意すべきか、常識的なことですが以下気のついた

点を記してみます。

アコヤガイに適した海水の流速

義組場のijIl速は、水温・比重・溶存酸素量・懸j器物質など多くの環境要因と

密接な関係を有しておりますから、流速は非常に重要なアコヤガイの環境要因

のーっといえます。

アコヤガイがその生活に利用した古い海水を流し去り、新しい海水をもたら

すーその意味から養嫡場に流れの必要なことはいうまでもありません。しか

し、その流れの速さにも自づからある限度があり、あまりにも早すぎると今度

はアゴヤガイが生活出来なくなって参ります。

では、どの程度の流速がアコヤガイにとって最適なのか。残念ながら、この

点について調べた研究の詳細な報告は未だなく、太田所長の流速4cmjsec位で

糞量が最も多いという、小報告がみられるだけです。

ところで、私もこの問題について二・三実験を行なっておりますが、その結

果からは、 lO~15cmjsec程度のところにアコヤガイの最適流速が存在するよう

に考えられました。しかし、太田所長の 4c市jsec位という数字とあまりにも掛

離れすぎているため、さらに室内実験を継続すると共に、実際の養殖場でこの
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関係を究明したいものと考えており玄す。

ただ、何れにしましても実際の安嬬場では筏や養殖箆などによって、海水の

7111れが阻止され低下しますので、養嫡場における適流迷は室内実験で得た値よ

りさらに上回った値になるといえます。

4cm/secと10-15cmjsecと室内実験で得た数字があまりにも掛離れすぎてい

るため、ここで断定的な数字をあげることは出来ませんが、私が経験的に得た

養殖場の適流速値からも、筏などの影響を受けない場所で最高流速時に15-20

C吊jsec程度という流速を、安拙場における週流速値とすることが出米るのでは

ないかと考えております。

何れにしても、この流速とアゴヤガイとの関係は、今後に問題を残している

重要な課題の一つであります。

流速の点、からみた護猿上の留意点

VfJJ通しの忠い養殖場の流速を、人為的にアコヤガイの最適流速に変

るということ 7]';、近い将来実現する可能性は充分にあると思いますが、ここで

l立一一応現在の表殖法についてのみ考えてみることにします。

海l亡筏を設置し、寵を垂下して貝:を養殖すれば、どちらにしても海水の流れ

は阻止され、流速は低下します。この

るということは、どうしても避けられませんが、

を少なくすることは可能です。

よってその低下程度

例えば、筏1台当りの吊数を減らすとか吊線の長さを変え垂下層の去をつけ

ることなどは、流速の{底下を少なくするための有効な手段の一つです。逆に段

吊りや筏一台当りの市総数が多いことなどは、流述限止の大きな原因といえ

ます。

吊線についた付荒生物の書作用は少ないと忠われるためか、吊~\泉の付芳生物

をそのままにした(ひどい場合には付着生物で径が10cm以上になった吊線、のみ

られることもあります)養殖場をみることもありますが、このような付蒼生物

としてだけではなく、流速を阻止するという点で大きな悪影響を貝に

与えているわけです。このような筏は、たとえれば丁度船が海に浮いているよ

うなもので、海水i'i筏や誌の外を流れ、筏の内には殆ど流れはないといえます。

漁場がもともと有する好条件を生かすも殺すも、その養殖法の如何によると

いえます。そして、その結果そこで生産される貝や真珠の品質が決められるわ

けです。流速を低下させるかどうかによって、同じ養殖場でもその成績に大き

な差が出てくると思います。

no 
n
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優秀な 1~ê殖法というものは、白書長のそなえている好条件をト二分に生かして

使うことだと思います。

その意味からも、筏の設定位置、 1台当りの吊線数、 など

を、もう一度流速という点からみなおして、漁場がそなえている好条件な生か

して使用するように心掛けていただきたいものです。

近年、各地で密殖や老化が問題になっておりますが、その多くの原因の中で

この流速の限止が大きなヲエイトを占めていると私(ri考えております。

常識的なことを書いてしまいましたが、これを機会に、各位の養嫡場をもう

一度みなおして、漁場を生して使い、密殖・老化を防ぐための養殖法のヒシト

をつかんでいただければ幸いです。
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7月1日、

五ケ所地毘真珠養殖経堂研究会

8時より五ケ所地区において、経営に関する研究会を泥催し

ました。当日は昼間作業もいそがしくおつかれの中70人余の出席者を数え、

師には三重大学の苛一氏、県のは!口昇氏が出席、全莫連から

ありか?こ、

と

し、 ての話しが

ふり10時半盛会裡にー終了Lました。

以下研究会の概要は次のとおり。

1.開会挨拶

2. 去珠計画生産について

3.真珠界の現況について

4. 哀珠養殖経営について

宇田組合長

太寿雄

L
h
 

J
斗
ノ

;1古城 Efー

第24間 珠技静i研現金

第24田真珠技術研究会は8月四日似て)伊勢市、

予こ。

さわしまし

当日はまだま

虫(ポリキーター)の

午前中は図研の

しい中、 80名余の熱心な視聴者合得、

とりあげて研究会を開きました。

より、ポリキーターの本年の発生状況や付着・物につ

いて研究発表があり、付活物については本年特に多い、ムラサキイガイ、ブジ

ツボ、カクレガニ等についてのくわしい説明がありました。

午後はこの春以来各地でさかんに一行われています、食塩水によるポリキータ

ーの駆除について志見交換(別記)が行われ、 3時過ぎ閉会致しました。

真珠貝寄生虫防除塩水処理について反省、討論の概要

'Dj=寄生虫駆除のための塩水処理は、貝掃除の役目も果している。このため漁

坊が汚染され硫化水素発生の原因になるおそれがある。漁場を汚染さぜな

いような対策を予め考えて処理を行'うべきだ。
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太田研所長 =J近;引者りのように貝が非常に汚れている

貝掃除を行い適当な 13'j誌をおいてから

7 月英ゴ汚奥部漁場ーに発~t し

したものに しく

少い。塩水処理は駆除すると云うことよりも発穿当初(胞子)に防除する

と云う

問ニハマチ

よい。

くにはボリキーターが多いと云われているが、どうか?

太田真研所長ニ硲認していない。

問ニ塩水処迎合すると るように思うが、その程度はどうか?

3年生fD:良、 150掛りのものを処悲して1ヶ月後販売したところ、大きさが

160~170掛りに減っていた例がある。

エ塩水処理(r;l、只の体内にえを入れないことを

られている。 隊突に処理を行えば貝に対し影響は極めて少ない答である。

問ェ昨年は鳥羽の漁場で30%の緊児を出した、その原隠は主としてポリキータ

ーによるものと思われたので、本年は5月中匂古和浦漁場で塩水処理を行

い、 6月下匂鳥羽潟、に移指しその後7月中旬に第2回目の塩水処IT.を行

った。その結果現在までの艶死率は 5%以内で今後の築死左見込んでも

年は10%程度ですみそうで塩水処五は稲川ミに効果はらる。 L.{!ンボが今

までi壬験したことがないほど沢山付i苦している。これは今年たけ』の現象な

のかまたは塩水5:!}Jヲーによるものなのか?

太田烹研所長ニ塩水処J:m白後Iこ'I，j'いにのであれば関係があると忠われるが、そ
れから以後に付渚したものとすると よるものとは考えられな

い。

間ェ塩水処理後、ゼンボの付鳶で図っている。これについての研究をお願いし

たい。

太mzミ:研所長 t ブジツボ付着時期の予報の必要性が高ければ水底試験場に依頼
してやって頂くようにしたい。

間=塩ノd(処f'Eをせず6月下匂鳥羽(桃取)漁場へ移殖(波切漁場から)した貝

には8月16日現在aゼンボの付着はあまり認められない。

間=紀子H地区では春から 2回目の塩水処理の期日がゼシボの付着に関係がある

ように思う。 11月に塩水処理Lても冬期中の付着物は多い。 1]月後半の処

1引には細心の注君、が必要である。

間=11月頃に寝水処理して春先きに処理Lなくてもよいようにはできないか?

τ
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またポリキーターの発生時期と塩水処理の時期との関係は?

水本技官=当年発生のポリキーターは 8 月中旬~10月に寄生、越年したポリキ

ーターは春先きに寄生する。 10月 ~11月の処理が春に影響する。 9 月及び

10月下匂-11月の処理は必要である。

苛ニ 4年生母去にポリキーターが90%程度寄生していることが認められたので

塩水処理し、 30%~40%の虫の死を確認した。その後この母貝の仕立中死

貝が多いので貝殻を調べたところ多量のポリキーターが認められた。

0(本技官 2 ポリキーターの駅除は寄生当初はやさしいが、貝設内に侵入してし
まうと雑しく、またポリキーターの体の一部が残ると再生する。

第24閤 真珠技術研究会出席者

~ 研 太田所長水本三郎

国島係長山口昇剣山秀樹杉本全 松尾 大百

三谷明義糸川貞之岩崎満

母員組合 協組合民山口菊男

可児町 板東真珠(須古王室) 向井楠弘玉谷茂次 (亀井勲)

中北宣夫

大王町 :iT~山芳松徳、山長玉波切組合(林一雄) 船越程合(田辺党

喜田憲明)-喜回育生山本敏夫山崎善也中村吉郎兵衛

志摩町 越賀組合(松本太郎)井上~ßg'k太田喜代吉南勢莫珠浦口楠之

里子村 明

兵島町 浜島町組合(井上日出則) 御木本冥珠(大西侯彦山本節男)

富士冥珠(茶木洋二)柴原基弘西飯弘)11原田健二

1守勢町 五ケ所組合(幸田隆世古市太郎) 梅田喜一山本公

橋)11勝司

諸島町 南島組合(岸栄松)西井直定梅谷年助木村降之三浦安次郎

大野敦 tt¥崎巴年全南島町組合(大野一美) 浜地芳夫

浜地一嘉浜地勝人山本石犬里中守竹内次男

ミ己 川 柳登志雄森田浩行浜口勝美

再山県 矢倉長谷男

史媛県ゐ愛媛県組合(問中一夫)

専売公社 3名

有勢塩業 1名

主真連 松尾副会長浜本専務平安部長
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潜水士講習会

と本会との共催による潜水士講習会は8月25-27日の3日

間三葉県水産試験場で開催された。その概要は次のとおりである。

1.期 日 40作自8月25n -27 FI (3 iI問)
2. 場 所 三重県水産試験切

3. 詰 師 日本アクアラング株式会社

松野正司氏

助手ヒ旧

三重県労働法iif¥日安全枠内ミ課
22応叫 i毛布Ii{j，'. 

iJi， !込町立病院

片山医師

4. 諮習日程 25日午前開 講

潜水業務について

高気圧障害について

身体検査

笑技(足ひれ、マスク使用)

26日 午判送気、潜行及び浮上について

実技 (SCUBAf史Jll)

午後午前に同じ

271l 午前 潜水搭及び潜水業務に!日いる設備について

高気圧降答について

午後関係法規について

修了試験

開講

5. 3ヨてζ1. -::;附"巨 ィ4ヨ" 岩時博繁 J十ヒ一彦 井上英典 家崎冥津夫

浜口光寿 国間冨志 西岡宗義 堀川二 宣男

谷口藤也 宇田嘉七 野中泰也 山]11 太

i全日k 史郎 松ì~.ll 達郎 安藤俊雄 坂本市太郎

水谷礼二 柴原和彦 tフドbノI百j、 二/守3ピ品A今、 柴原基弘

j王IJJ 倭犬、 鈴木俊彦

内
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j漁場めぐり i

浅海漁場(英虞湾真珠漁場〉

大規模開発事業計画による漁場改良について

三重県水産課冥珠係

(はじめに)

本県の真珠養殖業は今更申上げる迄もなく我国発祥の源であり、明治26年御

木本幸古氏によってアコヤ貝による哀珠養殖法が発明されて以来、英虞湾を中

心に発展を遂げて参りましたが、戦後昭和26年の漁業制度改革に伴ない新漁坊

の開発が促進され、沿岸漁業者や冥珠養殖雇用者が真珠養組業者に転換したこ

と、及び海外市況の好調に刺激されて、業者数・生産量とも飛躍的に伸張し、

業者数では昭和24年に比して昭和38年には約11.5倍、生産量では約20.9倍にも

増加してきております。(農林統計による)しかしその反面、養嫡筏の数は海

域面積に対して増加率が大きく、漁場は次第に密殖の現象が顕著になり翼珠生

産主の陣害になって来ると同時に、問題点として大きく取り挙げられるように

なってきました。

特に英虞j考における真珠養殖筏の実態は!昭和39f)三度において県下の57.9%で

ある36，017台を数え、筏1台当りの海域面積も654m2であり、ついで少ない的矢

湾のし236m2の約半分、最も広い紀州地区の4，660m2の約7分の1と非常に狭少

になっています。更に英虞湾は先程にも述べましたように養殖の歴史が古く、

漁場の使用が約70年にも及んでいること L、自然力の自浄作用をと廻る過密な

養嫡形態が続いて海水の交流をそ外すると共に、 i魚、場の酷使もあって老化に拍

車をかけていることは容易に想像できます。

現にこ L数年間から湾奥部の水の交流の少ない漁場では、流化水素等の有毒

ガスの発生や、海水交流が不順なための高水温層の停滞による莫珠貝の大量異

常搾死が多くなると共に、真珠の品質にも非常に大きな影響が現われ漁場価値

の低下が著しくなって来ております。それ等の対策としては大小さまざまなこ

とが考えられますが、根本的には、生産の全体的な向上を図るために真珠貝成

長の大きな阻害要因であるといわれております、海水の交流状態をよくする日
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的で、外洋水を湾内に導入する水道の掘削又は現在既に開削されている深谷水

道の能率を向上させるための拡張事業を実施すると問時に、一方では長期使用

によって老化した湾奥部漁場の若返りのために、長年にわたって海底に沈積し

た冥球養殖の老廃物除去を行なう“しゅんせつ事業"を行なう必要があり、こ

のことがi魚、坊の開発改良に重要であるという観点から、 このたびi浅支i海毎;涜涜完完魚f"、;場!場多大規

模開発

において実施しようという言計十i爾首が立てられ、そのための調査を県が国から委託

されて実施することになりました。

そこでこの事業計画と調査の概要を真珠養殖事業者の方々にお知らせして、

J%に対して各自犬々の観点から認識を更に深くしていただき
fこい

(浅海漁場大規模開発事業計画の概要〉

事業計酪l土策11羽工事と第2期工事に分けて立てられ、1Jl'H 期工事としては

5 ヶ年計画で現在の深谷水道が長さ 380m.、巾 20m.、水深 1~5m.程度であるの

を、 6憶2，500ノj円の工費により rrJ60m.、水深5nもに拡張し、それと併行して海

水の流入効果を高めるために水道の前回に障害となっている部分についても長

さ200m.、rtJ50m.，深さ517"の水道掘削を行い効果範囲をrtくするものです。し
ゅんせつ事業につきましては、湾奥部老化漁場，90万平方米を対象に深さ30~50

センチの泥土を3倍、7，500万円の工費でしゅんせっするものです。

第2期工事は、一応以上の工事が行なわれその効果を検討した上で~湾奥部の

海水交流の良くない部分について、水道掘削を行なうことになっております。

(調査計画〉

更にこれらの事業については事業効果その他の調査を行なう必要があり、計

画としては3ヶ年で、県及び水産試験場、県立大学、国立真珠研究所、国立三

重大学、国立京都大学、国立農業土木試験場が夫々協力して総合的に各分野か

らの調査が行なわれることになっております。

なお当面昭和40年度に実施されます調査の概要はつぎの 3つの事項を中心に

して調査費200万で行なわれることになっております。

1. 7魚、場基礎条件

2. 漁場および生物調査

3. 社会環境調査

以上の調査の中、漁場基礎条件調査では、自然条件や湾内の海水交流、湾内
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タトの潮位主等、若手水の交流に関した ~[t~礎的な事や、湾内の

まれる詩成分の周年変化並びに底賀・水質が忠くなっていく過程の研究、湾内

の!底質分布三号号の底質の改良lこ関した基礎調査を行ないます。

係といった生物の生長に関し

とその他の漁場の利用内容を調査します。

これ等の漁L号に対する技術的な調査と同時に、社会環境の調査としてこの計

画された事業ij，行なわれた場合、社会的にえ誌をもたらされるであろうところ
と劫i勾をJ己主定分析したり、

われることになっております。

(末尾に事業実施地域の1lI0図添付)一要望書と同様のもの。
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C皆様のお手元に第4巻、第2号をお送りいた

します0

0ピースの薬品処理用の業がいろいろ市販されています。その代表

的なものについて国間[の町井昭氏が試験され、結果が出ましたの

で、御報告いただきました。参考にして下ざい。

兵揚νーズンがJli:ずきました。今年はさして大きな被害もなく、

良い珠が見られることでしょう。ただj兵揚する部に充分の試験む

きをされ、決して薄巻きの状態、で浜揚しないようにして下さい0

0次号は12月下匂発行の予定です。

イ可か研究事項の御投稿をお願いします。

昭和初年10月10日発行
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